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自己紹介

【略歴】

東京工業大学大学院総合理工学研究科システム科学専攻修了。東京大学大学院総合文化研究科博士課
程修了（学術博士）。（株）日本IBM入社。情報技術の研究開発、IBM東京基礎研究所にてサービス研究に従
事。科学技術振興機構サービス科学プログラム(S3FIRE)フェロー、早稲田大学教授などを経て、18年4月より
現職。経済産業省産業構造審議会商務流通情報分科会「情報経済小委員会」委員「サービス産業の高付加
価値化に関する研究会」座長代理「攻めのIT投資評価指標策定委員会」委員等。早稲田大学ビジネススクー
ル非常勤講師、早稲田大学ナノ・ライフ創新研究機構客員上級研究員、INFORMS Service Scienceおよび
情報処理学会の編集委員を兼務。主な著作：Global Perspectives on Service Science: Japan（共編著、
Springer）、Serviceology for Designing the Future（共編著、Springer）、Handbook of Service Science Vol.2 (
共編著、Springer)

【専門分野】

サービスデザイン、イノベーションマネジメント、Entrepreneurship
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UNIVERSAL DIGITAL PROFILEの誕生が
意味するもの



Service Design & Management Lab.

REF:澤谷由里子, 西山浩平 (2016). クラウドソーシング オンライン分散型資源を生かす価値共創
マネジメント, HITOTSUBASHI BUSINESS REVIEW AUT, PP.40-53.

私達がネット上のアクターとして存在する
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個人とビジネスの思惑の違いの解消へ？

自分に関心がある

サービス価値・ネットワーキン
グ・思い出のためにデータを
保存したい

個人プロフィール

活動（位置・日時・結果）

写真・文章・気持ち

個人にはあまり関心がない

広告主がより効果的なターゲ
ットキャンペーンを実施し、サ
イト運営者が関連性の高い
広告をオーディエンスに提供
することが目的

人のグループ

予測される顧客・活動傾向
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